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ゲ イ リ ー ・ ス ナ イ ダ ー の 詩

―山と岩の世界

佐 野 博 美

序

ゲイリー･スナイダー (GarySnyder)は1930年にサンフランシスコに生まれた｡アレン･

ギソズバーグらと共に1950年代の ｢サンフランシスコの詩のルネサンス｣に参加したビート

ジェネレーションの詩人のひとりである｡彼は日本とも緑が深く,禅を学ぶために二度 (令

わせてほぼ10年間)日本に滞在し,またその間に日本^の女性と結婚した｡彼は現在,カ1)

フォルニア州,シェラ･ネヴァダの山中で家族と共に原始的ともいえる生活をしている｡一

般人には便利で快適と思える生活形態を拒否し,電気もガスも水道もなく,日本風農家に石

油ランプといろり,自家製のサウナ風呂という具合だ｡

スナイダーは合衆国北西部の農場で成長した｡大学では神話学,人質学,言語学,中国語

等を学んだが,その間に東洋思想,特に禅宗に大きな興味をおばたようだ｡そしてもちまえ

の行動力から,禅を学ぶために1950年代はるばる京都にまでやって来るoすなわち1956年5

月から1957年8月までと1959年以降1967年までの二度である｡この間に彼は日本女性,上原
まさ

雅と南方の諏訪之瀬島に白から建設したアシュラムにおいて結婚している｡その時の式の模

様は彼のエッセイに見ることができる｡

マサ上原とわたしは島で八月六日新月の日に結婚した｡アシュラムの全員は前夜おそく

までおきて,翌朝のためのべんとうをつくり- 村からの贈物のすぼらしい赤 タイ をや

いていた｡- 中略- われわれは四 ･三〇におきて暗がりのなかで,やぶの道をあるき

はじめた｡まず峡谷へおり,こんどはジャングルのなかをナイフの刃のような尾根にむか

ってジグザグにのぼった｡五時までにはジャングルをぬけて,熔岩のむき出しの坂 に 出

た｡ながい尾根にそっていくと,むかしの,死んだ噴火口があり,それから主噴火口のふ

ちと頂上についたのは日の出の直後だった｡… 中略- 噴火口のふちに立ってホラ貝を

吹きならしマントラをとなえた｡火山と海と空の神々にショーチュ-をささげ,マサとわた

しは伝統的な三度のさかずきをかわし- ボンとナナオがなにかしゃべり,マサとわたし

がしゃべった｡わたしたちは ｢四つの誓い｣をいっしょにとなえ,おわ りにホラ貝を三発

吹いた｡風のこないところへいってリュックをあけて,ゆうべつくったべんとうを食べ,

のこりのショーチュ-をのんだ｡われわれは頂上からお りて十一時にはパンヤソの木のと
､い

ころまできていた- す くやそのまま海へ行き泳いだO
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かい
マサは彼の現在の妻で,実は彼の三度目の妻なのだが,彼らの問にはふたりの男の子 (閲と
げん

玄)がいるOマサは彼DTLインスピレーションと宇宙のヴィジョンを提供する存在であるよう

で,彼女を讃美した詩に ｢入浴｣("TheBath")や ｢岩のしとね｣("Bedrock")がある｡

BEDROCK

forMasa

Snowmeltpond warm granite

welllakecamp,

nothoughtoffindingmore.

andnap

andleaveourmindstothewind.

onthebedrock,gentlytilting,

skyandstone,

teachmetobetender.

thetouchthatnearlymisses-

brushofglances-

tinysteps-

thatfinallycoverworlds

ofhardterrain.

cloudwISpSandmists

gatheredintoslateblue

boltsofsummerrain.

teatogetherinthepurple-starryeve;

newmoonsoontoset,

whydoesittakeso

longtolearnto

love,

welaugh
(2)

andgrleVe.



佐野:ゲイリー･スナイダーの詩 75

｢岩のしとね｣

マサ に

雪溶けの池 あったかい花尚岩

夜営だ,ここで, 他にどこを探そう｡

うたた寝 想いをすべて風にゆだねて｡

なだらかにかたむく床岩,

空 と 石,

優しさを 僕に教えておくれ,

とらえがたなき触れあい-

かすめ飛ぶまなざし-

ちいさな歩み-

それこそ遂には 固い大地を優しく包むもの｡

雲むすび 霧あつまり

青ねずみ色に降りそそぐ 夏の雨すだれ｡

紫に星かすむたそがれ

すす り合 うお茶 ;

沈みゆく新月,

愛することを学ぶのに

なぜ こんなに永 くかかるのか,

僕らほ 笑い
(3)

心いたむ｡

ところでスナイダーは山に大変ゆか りがある｡山-の愛情が強く,若い頃からアメリカの

山々を歩き,高山での森林監視人やきこりを経験している｡その他タンカーに乗 り組 んだ

り,インドのアシュラムに出かけたり,世界環境会議に参加した り,また他方,寒山詩を英

訳し,インディアン文化の研究にたずさわるなど非常に勤勉かつ積極的な人間である｡以下

においては彼の詩をいくつかとりあげ,スナイダーの詩の世界について考えてみ た い と思

う｡
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Ⅰ. 岩 の 世 界

PIUTECREEK

Onegraniteridge

Atree,wouldbeenough

Orevenarock,asmallcreek,

Abarkshredinapool.

Hillbeyondhill,foldedandtwisted

Toughtreescrammed

lnthinstonefractures

Ahugemoononitall,istoomuch.

Themindwanders.Amillion

Summers,nightairstillandtherocks

Warm.Skyoverendlessmountains.

Allthejunkthatgoeswithbeinghuman

Dropsaway,hardrockwavers

Eventheheavypresentseemstofail

Thisbubbleofaheart.

Wordsandbooks

Likeasmallcreekoffahighledge

Gonethedryair.

Aclear,attentivemind

Hasnomeaningbutthat

Whichseesistrulyseen.

Noonelovesrock,yetwearehere.

Nightchills.Aflick

lnthemoonlight

SlipsintoJunipershadow:

Backthereunseen

Coldproudeyes

OfCougarorCoyote
(4)

Watchmeriseandgo.
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｢パイユート クリーク｣

花こう岩の尾根ひとつでも

ただ一本の樹でも

あるいはほんの石ころひとつでも,小川でも

池にうかぶ木の皮でも

それだけあれば充分だ｡

うちつづく丘陵,折 り重なりねじまがり,

このわずかな岩の割れ目いっぱいに

板を張る したかな木々,

すべてを照らす大きな月,みんなもうたくさんだ｡

心はさまよう｡百万の

夏,静かな夜気,あたたかな岩｡

果てもなく続 く山と空

人界のちりほすべて

消え失せ,かたい岩もふるえるような

重 くきびしい現実でさえ

この胸の熱いたぎりをくじけはしまい｡

言葉も本も

高い岩だなから流れ落ちるクリークのように

空中にあとかたもなく消えてしまったO

クリアで注意深い心にも意味はない｡

見る心は見られる心｡

岩が好きなわけではないが,僕たちはここにいる｡

夜は凍る｡

月光のなかで

なにかがヒュソと跳んで

ジュニパーの茂みの中にすべ りこむ

どこか見えないところで

クーガーかコヨーテの

冷たくてプラウドな眼が

僕が立ち上がり 立ち去るのを

背後から見ている｡

77

スナイダーの詩の世界を第一に特徴づけるイメージは,岩である｡彼を育てたロッキー山

脈の岩である｡この巨大で厳しい環境が彼の詩の背景にはある｡彼は20代の頃,合衆国の北
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酉太平洋岸の無人の山中で森林監視人をしたことがあり,彼の著書 『地球の家を保つには』

(EarthHouseHold)の最初の項目である "Lookout'sJournal''はその記録である.人界

から遠くはなれ,真夏でもス トーブを必要とする高山での岩と雪ばか りの厳しい生活がそこ

にはある｡｢パイユート クリーク｣はまさにこの環境を措いたものである｡無 人 の丘陵
(岩山)が果てもなくうち続き,｢言葉も本も｣,人間の小ざかしい知恵も努力も,その前に
はすべて無に等しい｡圧倒的な存在としての自然｡自然は,日本人がしばしば感じるように

疲れた人間をやさしく包むものではないOワ-ズワースの自然のように詩人に神聖な霊感を

あたえてくれるものでもない｡またインドのように燃えるような宇宙のダンスもそこにはな

い｡アメリカのこの自然は人間を拒否し,人間の理解を超えて,冷たく倣然とおし黙ってい

る｡そしてその場にいあわせる人間を救われ難い孤独と恐怖に追いこむ｡

アメリカの自然は一般に厳しいものであり,人間は生きるためにこの自然と常に戦ってき

たという｡金関寿夫氏は人間と自然の問に生じる必然的な対立こそアメリカ人の自然観なの

だと指摘する｡

人間と宇宙との問の非連続性を最も端的に述べた古い言葉に,パスカルの ｢無限に拡が

る空間のもつ永遠の沈黙が私の心を恐怖で潤した｣というのがある｡これは勿論 ｢神なき

世界｣を暗示したものだろうが,ちがった意味で,この言葉は,アメリカ人の自然観をは

からずも代弁している｡アメリカ人と自然との間には,恐しい深淵が横たわっているから
(5)

である｡

そしてさらに続けて,この現実ゆえに,アメリカ人はかえって自然との粋を積極的に求めつ

づけてきたことを彼は指摘している.こうした伝統的な衝動とスナイダーの詩が直ちに結び

つくかどうか即断はできないOしかし ｢パイユート クリーク｣には少くとも生命-のあこ

がれを読みとることができる｡彼はこの沈黙の世界でプライ ドをもって生きるクーガーある

いはコヨーテのかすかな気配を感 じる｡誇 り高いこの動物たちは彼に近寄ってくるはずもな

い｡が,人の恐れるこの動物に彼は自分をじっとみつめている同じ生命のぬくもりをおぼえ

る｡孤独な環境の中で生命-のいとしさを学んだ故か,あるいは彼がもともとそうした資質

の詩人であるからか,スナイダーは動物描写が巧みだ｡雪の原野や岩山でも鹿や リスは生き

ている｡同じ生命体としての共感を,人間に対するように動物たちにもおぼえる時,自分を

とりまく世界の孤独な様相はたちまち優しいものに変化するだろう｡

Ⅰ. 山 と 仏 教

先にも述べたようにスナイダーは日本に長く滞在し,禅を学び修業したが,わが国の仏教

的な詩人,宮沢賢治に心酔して彼の詩を何篇も英訳している｡その-篇に 『春と修羅』第一

集中の ｢くらかけ山の雪｣がある｡
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｢くらかけ山の雪｣ (宮沢賢治)

たよりになるのは

くらかけつづきの雪ばかり

野はらもはやしも

ばしゃばしゃしたり掛んだりして

すこしもあてにならないので

まことにあんな酵母のふうの

陳ろなふぶきではありますが

ほのかなのぞみを送るのは
(6)

くらかけ山の雪ばかりです
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THESNOW ONSADDLEMOUNTAIN (translatedbyGarySnyder)

Theonlythingthatcanbereliedon

isthesnowofKurakakeMountain.

fieldsandwoods

thawlng,freezlng,andthawing.

totallyuntrustworとhy.

it'strue,agreatfuzzywindstorm

likeyeastuptheretoday,still

theonlyfaintsourceofhope
(7))

isthesnowonKurakakemountain.

日本のウェットな雪がスナイダーの感性を通過して,ロッキーの雪の感触に変わってしまっ

たような観があるが,彼自身は賢治を根本的に自分と同質の詩人としてとらえている｡

ところで山の詩が前の章からふたつ続いたが,スナイダーの詩の世界を特徴づける二番目

のイメージとして ｢山｣をあげることができる｡彼は険しい岩をよじ登 り,岩の割れ目を跳

びこえ,凍った谷をすべり降り,早朝の山歩きを楽しんだりする｡ジャック･ケルアックの

小説 『達磨行者』(TheDharmaBums)にスナイダーをモデルにしたジャフィーという青

年が登場する｡この中でジャフィーがレイという名の若者 (ケルアック自身がモデル)を連

れて登山する箇所がある｡読者はそこで生まれながらの登山家ジャフィー (スナイダー)の

面目躍如たる姿に接して,おそらく驚嘆することだろうが,同時に小説のテーマとして重要

なことは,ここで山が宗教的ヴィジョンを開示する場となっていることだ｡ジャフィーとレ

イがかなり高く登って人界を離れた岩山に孤独に無防備に立たされる時,初心のレイは岩の
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存在 (大自然の力)に圧倒されおびえるのだが,そんな彼にジャフィーは落ちついて仏教的

世界観を説いて聞かせる｡すなわちこの山そのものが仏の顕現であり,仏である山は何十万

年も我々を沈黙の中で辛抱強く見守 り,我々のために祈 りつづけているのだという｡別の説

明を加えるならば,自分たち人間もそれをとり巻く岩も本質的に同一のものであるから (め

らゆる存在は同じ仏性を持つものであるから)いずれにしても人間と岩との対立関係はそこ

には存在しない｡こうして人間を拒み圧倒する岩も,仏教的世界観を受け入れた時,我々と

の共感可能なあたたかいものに変化するのだ｡レイはこうして,｢自己と他者の対立｣という
西洋文明がその根底にかかえている恐怖からようやく救い出されるのだ｡

スナイダーはこのように仏教的世界観に生きていて (彼にとってはこの世界観はヨーロッ

パ中世の神秘思想やイソディアンのシャーマンの世界にも通じるものなのだが),その立場

から現代の世界を圧倒的に支配している西洋文明が落ちこんでいる誤謬を指摘してみせる｡

ところで彼の思想を既成の宗派に分類することはできない｡つまり彼を純粋な禅従である

とか,仏教徒であるとかは言えないだろう｡そして彼自身もそうしたことにはこだわっては

いないだろう｡おそらく彼の思想は自分の心のイメージに忠実に古今東西のあらゆる思想を

ごたまぜにしたものだ｡しかし彼をいいかげんな詩人と呼ぶことはできない｡彼の詩も発言

ち,全体的に一貫した明確な信念に貫かれている｡そのあまりの明確さ,迷いのなさにある

いは不満をもつ読者がいるかもしれないOまた彼が表現において仏教的 (東洋的)ヴィジョ

ンを支持するのに積極的であり,このヴィジョンが彼の内的世界を形成していることは決し

て否定できない｡スナイダーの初期の代表作である次の詩を見てほしい｡

RIPRAP

Laydownthesewords

Beforeyourmindlikerocks.

placedsolid,byhands

lnchoiceofplace,Set

Beforethebodyofthemind

inspaceandtime:

Solidityofbark,leaf,orwall

rlprapOfthings:

Cobbleofmilkyway.

straylngplanets,

Thesepoems,people,

lostponieswith

DraggingSaddles-
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androckysure-foottrails.

Theworldslikeanendless

four-dimensional

GameofGo.

antsandpebbles

lnthethinloam,eachrockaword

acreek-washedstone

Granite:ingrained

withtormentoffireandーWeight

Crystalandsedimentlinkedhot

allchange,inthoughts,
(8)

Aswellasthings.

｢割りぐり｣

これらのことばを置きなさい

あなたの心の前に石を置くように｡

しっかり置きなさい,両手で

場所を決めて,置きなさい

心のからだの前

空間と問時の中で｡

木の皮や葉っぱもあれば壁もある

すべて割りぐり.

銀河の中の小石,

さまよい出た星たち,

これらの詩,たくさんの人間,

道に迷った中馬たち

くらをひきずりながら-

また岩の上のしっかりした道｡

この世は果てもなく続く

四次元世界の

碁のゲームのようなもの｡

浅い土に棲む蟻と小石

すべての石はことばに等しい

流れに洗われた石

また御影石,火と重力に鍛えられ

81
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水晶と堆積した土砂を熱がしっか り結んだ石

物質と同じように

すべては思念の中でも変化する｡

｢この世は果てもなく続 く四次元世界の碁のゲームのようなもの｣だと彼は言 う｡あらゆ

るものが複雑にからみあって時間と空間の中で進行していく世界｡もろい ｢葉っぱ｣とかた

い ｢壁｣,迷えるものと安定したもの,巣をつくり生活する ｢蟻｣と沈黙した ｢小石｣,両極

端の性質をもつもの同士が共存しあるいは融合し,(ひとつひとつの碁石が碁盤の上の世界

を形成しているように)そのひとつひとつの要素が集まり全体となって,時間と空間の中で

我々が住むこの世界を形成している｡この世界は,水晶と土砂が熱と力を得て御影石に変化

するように,あらゆる現象が複雑にからみあい,たがいの影響のもとに変化していく網の目

であるという (この詩に見られる)この思想は,完全に大乗仏教的なヴィジョンなのだ｡ま

たこの詩においては彼の好みのイメージである岩と,彼の宗教的ヴィジョンとが巧みな結合

をみせているといえる｡

結 び

スナイダーが好むのは生きた宇宙だ｡それはありとあらゆる存在が (岩であろうが動植物

であろうが)同じ大地の上で,同じ空の下で,平等に存在の権利を認められ,共存する世界

だ｡欲望のおもむくままに自然環境を破壊しつづける現代文明はやがて生態系のサイクルを

乱し,最後には自からの手で自からの首をしめる結果になるだろうと彼は言う｡彼は現代人

にエコロジーを学ぶことをすすめる｡また自然界と神秘的な交流をもち,自然界との一体化

の中に生きていた原始の知恵に我々は学ぶべきだとも言う｡そこには原始社会を理想とする

思想がある｡たとえば現代アメリカ人はかって自然との調知の中に生きていたインディアン

の知恵を借りて,エゴの欲望の危険な手からアメリカ大陸を護らねばならないと主張する｡

これについては,例えば1975年にビューリッツァ賞を受けた彼 の詩 集 『亀の島』(Turtle

Island)を参照してほしい｡彼の作品の中で常に示されるのは生命への愛であり,我々の共

通の故郷,地球-の愛である｡愛を通 じて,あるいは恋する女とのセックスを通じてすべて

の存在と一体化し,そこに開示される宇宙の真理に触れたいと望む｡それはまた,インディ

アンのシャーマンやインドのヨーガやタントラまた西洋中世の神秘思想等に彼が示す関心と

も一致するところだ｡

山を愛し,岩に生命を見出し,すべての生命と共にこの大地に生きることを願う,それが

ゲイリー･スナイダーという詩人なのだ｡

BYFRAZIERCREEKFALLS

Standinguponlifted,foldedrock
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lookingoutanddown-

Thecreekfallstoafarvalley.

hillsbeyondthat

facing,half-forested,dry

-Clearsky

strongwindinthe

stiffglitteringneedleclusters

oftheplne-theirbrown

roundtrunkbodies

straight,still;

rustlingtrimblinglimbsandtwigs

listen

Thislivlngflowingland

isallthereis,forever

Weareit

itsingsthroughus-

wecouldliveonthisEarth
(9)

withoutclothesortools!

｢フレイジャークリークの滝にて｣

隆起と摺曲の岩に立ち

我が身乗り出し見降ろせば-

流れ 遥かの谷に落ち

谷の彼方は 乾いた 半ば緑の丘

- 透明な空

固い松葉のきらめく房ぶさ

吹き分ける強い風,

ざわめきゆれる大枝小枝

丸い 狐色した松の幹
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まっす く小に身 じろがず

さあ 聴くがよい｡

これは

生命ながれる大地

すべてはここに,とこしえに

我 らは それ

我 らを通 じ 歌 うもの

衣服,道具を持たずとも
(10)

この地球に生きんかな.′
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